
ＳＤＧｓＳＤＧｓ
～17の目標達成に向けた取り組み～

私たちの

戸籍や住民票などに振り仮名が記載されます

○戸籍などに氏名の振り仮名が記載されるまで

　戸籍法・住民基本台帳法の一部改正により、５月26日から戸籍や戸籍の附票、住民票に氏名の振り仮名が追
加されます。

①記載する予定の振り仮名の通知
　５月26日以降、本籍地の市区町村から戸籍に記載する予定の振り仮名に関する通知書を、原則戸籍の筆頭者宛
てに送付します（同じ戸籍でも住所が異なる場合はそれぞれに送付します）。
　通知を受けましたら、必ず氏名の振り仮名を確認してください。
②�『通知書に記載された氏名の振り仮名』が�
正しい場合
　届け出をする必要はありません。令和８年５月26日以降
に、通知書に記載された振り仮名が戸籍に記載されます。
戸籍に氏名の振り仮名が記載されると、戸籍の附票と住民
票にも順次、記載されることとなります。
※�早期の戸籍などへの記載を希望する場合は、届け出をす
ることもできます。

③�『通知書に記載された氏名の振り仮名』が�
現に使用している読み方と異なる場合
　５月26日から１年以内に氏名の振り仮名の届け
出が必要です。この届け出が受理されれば、届け
出た氏名の振り仮名が記載されます。
※�届け出をしない場合、『通知書に記載された振
り仮名』が、令和８年５月２６日以降にそのまま
戸籍などに記載されます。

戸籍の振り仮名制度を悪用した詐欺にご注意ください
　氏名の振り仮名の届け出に当たって法務省や市区町村に金銭を支払うよう要求することはありません。届け出
に手数料はかからず、届け出なくても罰則はありません。不審に思う場合は、市民窓口や最寄りの警察署、警察
相談専用電話（☎♯9110）、消費者ホットライン（☎188）にお電話ください。

問い合わせ　
市民サービスグループ（☎�１８５５）

　ＳＤＧｓのゴール達成に向けたさまざまな取り組みのうち『納税をすること』もＳＤＧｓのゴール達成
に向けた取り組みの一つであることをご存じでしょうか。
　ゴール10『人や国の不平等をなくそう』を達成するために、所得格差などお金の不平等をなくしていく
ための仕組みが税金です。また、ゴール３『すべての人に健康と福祉を』、ゴール４『質の高い教育をみ
んなに』を達成し、社会保障や教育の充実など豊かで明るい生活ができる住みよい地域社会を作っていく
ためには、税金は欠かせないものとなります。
　納税するにはさまざまな方法がありますが、その中の一つにキャッシュレス納税があります。キャッシ
ュレス納税とは、手持ちのスマートフォンなどから、専用アプリやクレジットカード、インターネットバ
ンキングなどを利用し、納税する方法です。自家用車を使うことなく、自宅やオフィスなどで納税するこ
とにより、温室効果ガスである排気ガスを排出しないため、ゴール13『気候変動に具体的な対策を』の達
成に貢献することができます。
　本市でも納税の際に利用することができますので、簡単・便利でＳＤＧｓ
に貢献できるキャッシュレス納税を検討してみてはいかがでしょうか。

問い合わせ　企画調整グループ
（☎�１１２２）

▲�今回の�
主な目標

　ＳＤＧｓは、2015年9月に国際サミットで採択された『誰
一人取り残さない、持続可能で、より良い社会』の実現を目
指す世界共通の目標で、2030年までに17の目標を達成し、よ
り良い未来を築くことを目指しており、本市においてもかけ
がえのない地球環境を守りながら、誰もが自分らしく、住み
やすい社会の実現に向け、福祉、環境、経済、教育などさま
ざまな分野の施策を通してＳＤＧｓを推進しています。

◀�キャッシュレス納税につ
いては、市公式ウェブサ
イトをご覧ください。

届け出の方法など、詳しくは市公式
ウェブサイトをご覧ください。
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